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Bluetooth へッドセット 

BSHSBE 18 シリ-ズ 

取扱説明書 


本書は、本製品の取扱いについて説明しております。 

本製品をお使いになるおに必ずお読みになり、正しくご使用くださし、。また、裏面のま意事項も必 
ずお読みください。 




お使いになる前こ、姻包内容、製品各部のを称や対応 0 S 、 製品仕様をパッケージでご確認く 
ださい。もし不足しているものがあれば、お買いボめの販売店にご連絡くださし、。 


付属品がすべで揃っていることを巧認します- 

> Bluetooth ヘッドセット . 1台•イヤフック . 1個 

•イヤピース 

( S サイ义 M サイ义 L サイズ)…各1個 
サイズは出荷時に装着済み 

蠻 / h // ^ USB ヶーブル(充電用） . 1本 

♦取扱説明書(本書） . 1枚 



本製品の PIN コード (パ スキー)は0000です。 


n /| 本製品に Bluetooth アダプターは付属しておりません。パソコンでお使いになる場 
I 心合は、パソコンに標準搭載の Bluetooth 機能、または弊社製 Bluetooth アダプター 
注意等をお買い求めの上、ご利用くださし、。 




くイヤフックの取り付けち> 

本体とイヤホンの間にある円筒状の溝にイヤフックの半円がの部分を差し込み 
ます。また、イヤフックを反転させて取り你ナることで、左もどちらの耳にも装着す 
ることが巧能です。 





【秘め【就器ぶ勝だだますミ扱跳 



1. 本製品をお使いになる前に巧電をしていただくぶちがあります。 

① あらかじめパソコンの電源を ON にしておきます。 

② 本製品の充電用ポートに付属の USB ケーブル(充電用)を接続します。反対側をパ 
ソコンの USB ポートに接続します。 

感 充電が開始されると赤色 LED ランプが1回点滅し、その後赤色 LED ランプが点灯し 
ます。 

④充電が完了すると赤色 LED ランプが消灯します。 USB ケーカレ成電用)を巧いてく 
ださい。 



2 

ミち意 

•最初の充電には約 1.5 〜2時間かかります。導入後の日常の巧電はバッテリー 
残量によって異なります。 

-充電中はご使用いただけません。 



1 

警告 

巧電には、付属の USB ケーブルのみお使いくださし、。化のケーカレ、または巧電 
機器でのご利用はイ呆障しておりません。また、危険ですので絶対にお使いになら 
ないでください。 


2. マルチポイントに つし、 て 

本製品を複数台の携帯電話等でご使用になる場合、が下の操作を行ってくださし、。 
※携帯電話を1台でご使用になる場合、が下の操作は必要ありません。 

※が下の操作を行うと、バッテリーの消耗が早くなります。 

の本製品の電源を ON にしてください。 

@携帯電話等とペアリングをしていない状態で、 フアンクシヨンボタン、ボリュームボタ 
ン+、ボリュームボタンーを3つ同時に約2秒間 押してくださし、。 

にの時、 LED インジケーターは点滅しません） 

@本製品の電源を OFF にして、再び本製品の電源を ON にしてください。 

J ■乂上で携帯電話等を権数台ご使用になる設定は完了です。 

^本製品の電源を OFF にしても設定は保存されます。 

3. 上記の設定を解除する場合、が下の操作を巧ってください。 

①本製品の電源を ON にしてください。 

③ 携帯電話等とペアリングをしていないが態で、 フアンクシヨンボタン、ボリュームボタ 
ン+、ボリュームボタンーを3つ同時に約5秒間 押してくださし、。 

にの瞭 LED インジケーターは点滅しません） 

感 本製品の電源を OFF にして、再び本製品の電源を ON にしてください。 

が上で携帯電話等を複数台ご使用になる設定は解除されました。 

※本製品の電源を OFF にしても設定は保存されます。 


胃携帯電話等を複数台使用する設定および設定解除後は、お客様自身で設定が 
^正常に反映されたかを確認してください。後述の[マルチポイントに関して]をご 
参照ください。 


り V 帯一顧舌琴^^^ ) 


ペアリング脂続の認証)とは本製品と Bluetooth 機器とをお互いに登録し接続の許可をす 
るためのものです。一度ペアリングを行った Bluetooth 機器とは再びペアリングをするお要は 
ありません。 

-携帯電話等の機種によって表示、操作方法は異なります。おずご利用されている携帯電 
話等のマニュアルをご参照ください。 

-携帯電話等の機能を本製品で使用できるように、 HFP レ\ンズフリープロファイル)でぺ 
アリングすることをお勧めします。 HFP いンズフリープロファイル)がない場合は HSP (へ 
ッドセットプロファイル)でペアリングしてください。また、携帯電話等をオーディオプレー 
ヤーとして本製品に接続する場合は A 2 DP (オーディオプロファイル)を含めてペアリング 
してください。 

- PIN コード(パスキー)の入力を要求されましたら、[0000]を入力してくださし、。 

-ペアリングが失敗した場合は本聲品の電源を OFF にし再度手順1からやり直してくださ 

い。 


1, 本製品の電源が OFF になっていることを確認してください。電源が OFF になっていな 
し、場合は本製品のファンクションボタンを約2秒間、赤色 LED ランプが点打するまで押 
し続けて電源を OFF にしくださし、。 

2, 本製品のフアンクシヨンボタンを約4秒間押してペアリングモードにしてくださし、。青 
色 LED ランプとホ色 LED ランプの点滅になり、 Bluetooth 接続待機状態になります。 


3. 携帯電話等のマニユ乃レに従って、ペアリング烟期設おを行ってください。 

4. ペアリングが開始されると本製品が、順:欠対応ペアリングコードでの接続を試みます。 

5 . ペアリングが成功すると青色 LED ランプと赤色 LED ランプの交互点滅から、青色 LED ラ 
ンプの点滅にをわリペアリング完了となります。 


な上で携帯電話等との接続は完了です。 


r # -本製品と接続を行う携帯電話等との距離を近くし、障害物がない状態でぺアリ 
i / j ングを i 子ってください。 

ま意-ペアリングコードが対応していない等、全ての携帯電話等との組み合わせでの 
動作はイ呆証しておりません。 

-度社では本製品と携帯電話等との接続についてはサポートを承っておりません。 
また、携帯電話等の対応機種に関しては通話のみ確認しております。 


ペアリング猫続の認証)とは本製品と Bluetooth 機器とをお互いに登録し接続の許可をす 
るためのものです。一度ペアリングを行った Bluetooth 機器とは再びペアリングをする必要は 
ありません。 

- J ■乂下の手順は Windows ? での手順ですが、他の 0 S でも同様の手順になります。 

- i •乂下の手順は弊社豐 Bluetooth アダプター BSHSBD 04 を使巧した場合の手順です。他の 
Bluetooth 機器をお使いの場合はそれぞれのマニュアルをご参照ください。 

- i •乂下の手順は醉社 HP からダウンロードした、醉社製 Bluetooth アダプター BSHSBD 04 き 
用ドライ/ く一を使用しています。 

- PIN 〕ー ド (/ なキ ー) の入力を要求されましたら、[0000]を入力してくださし、。 

-ペアリングが失敗した場合は、再度手順1からやり直してください。 


1, 本製品の電源が OFF になっていることを確認してくださし、。電源が OFF になっていな 
い場合は本製品のファンクションボタンを約2秒間、ホ色 LED ランプが点灯するまで押 
し続けて電源を OFF にしください。 

2, 本製品のファンクションボタンを約4秒間押してペアリングモードにしてください。 

青色 LED ランプとホ色 LED ランプの点;威になり、 Bluetooth 接続待機状態になります。 

3, [スタート] — [すべてのプログラム]— [ Bluetooth ] — [My Bluetooth ] を選択します。 
下記の画面が表示されましたら、画面左上の[デバイスの検索]をクリックします。 



5,下記の画面が表示されましたら、音楽を聴く場合は才ーデ'イオの[接続]、 Skype 等を 
使用する場合はテレフオニーの胺編をクリックしてくださし、。 

本書ではテレフオニーにお続します。 



6 , 下記の画面が表示されましたら、 [0 K ] をクリックしてペアリングを巧ってくださし、。 



7, ペアリングが完了するとテレフオニーの[接編が闽断]に変わり、本製品の LED ランプ 
が青色 LED ランプと赤色 LED ランプの交互点滅から、青色 LED ランプの点滅に変わり 
ペアリング完了となります。 


4, [Mv Bluetooth 晒面の[才ーデイオおよびビデオデ/ くイスに本製品のアイコンが表示 
されましたら本製品のアイコンをダカレクリックします。 







巧態 

操作 

LED インジケーターの表示 

アラーム音 

電源 ON 

約2秒間、フアンクシヨンボタンを押します 

青色 LED ランプが1回点滅します 

「プルルルー t 」 と鳴ります 

電源 OFF 

約2秒間、フアンクシヨンボタンを押します 

赤色 LED ランプが1回点滅します 

「プルルルー丄」と鳴ります 

ペアリング 

約4秒間、フアンクシヨンボタンを押します 

赤色、青色 LED ランプが交互に点滅します 

「ププッ」と鳴り、接続完了時に「ピッ」と鳴ります。 

スタンパイ1 

(電源を ON にするとスタンバイ状態になります） 

青色 LED ランプが約5秒毎に1回点滅します 

Bluetooth 機器と接続が完了すると「ピッ」と鳴ります 

スタンバイ2 

(ノ \ンズフリーデノ くイスと接続した状態） 

青色 LED ランプが約5秒毎に2回点滅します 

- 

スタンバイ3 

(才ーディオデバイスと接続した状態） 

青色 LED ランプが約2秒毎に2回点滅します 

- 

着信応答 

短くフアンクシヨンボタンを押します 

青色 LED ランプが約1秒毎に1回点滅します 

「プー、プッ T 」 と鳴ります 

通話終了 

短くフアンクシヨンボタンを押します 

- 

「プッ」と鳴ります 

リダイヤル 

短くボリュームボタン+と一を押します 

- 

「プッ」と鳴ります 

ボイスダイヤル 

短くフアンクシヨンボタンを押します 

- 

「プー、プッ下」と鳴ります 

ミュート 

通話中にボリュームボタン+と一を同時に押します 
もう一度ボリュームボタン+と一を同時に押すと解 
除されます 

青色 LED ランプが約2秒毎にゆっくり1回点滅 
します 

ミュート開始時に「プー、プッ丄」と鳴り、約10秒铅こ 

「プーソプーツ IW 真ります 

ミュートが除時には「プー、プッ t 」 と鳴ります 

着信拒否 

着信時に短くボリュームボタン+と一を押します 

- 

「プー、プッ丄」と鳴ります 

音量を上げる 

短くボリュームボタン+を押します《2 

- 

「ピッ」と鳴り、最大音量になると「ピーッ」と鳴ります 

音量を下げる 

短くボリュームボタンーを押します 

- 

「ピッ」と鳴り、最小音量になると「ピーン」と鳴ります 

充電時期 

- 

赤色 LED ランプが約5秒毎に2回点滅します 

約30秒毎に「プルプルプッ」と鳴ります 

充電 

付属の USB ケーブル庶電風を接続します 

赤色 LED ランプが1回点滅し、その後赤色 

LED ランプが点灯します 

- 


XI ボイスダイヤル機能に対応した機器のみ操作ができます。 

X 2 ボリュームボタンを押し続けると音量が変わります。お好みの音量に調節してくださし、。 


胃才ーデ'イオで使巧する場合は？ 

X モまずテレフオニーの阳断]をクリックします。その後、才ーデ'イオの腺続]を 
クリックします。接続が完了するとオーディオの胺統が脚断]にをわります。 
L 乂上でオーデ'イオへの切り替えは終了です。 


8 , 本製品が接続されますと、タスクトレイの Bluetooth アイコンが白 （ 0 ) から緑 （ 0 ) 
にをわります。 


な上で、弊社豐 Bluetooth アダプターとの接続は完了です。 

本製品と Bluetooth アダプターとの接続を切断する場合は [My Bluetooth ] 画面から本製品 
のアイコンをダブルクリックして、表示された画面で脚断]をクリックします。 



マルチペアリングとは最大8台の Bluetooth 機器とのペアリング情報を記憶する機能です。本 
製品とペアリングを行った Bluetooth 機器は接続操作をするだけで巧用できます。（接続操 
作ち法は各機器のマニュアルをご参照ください） 

ペアリング情報が8台な上になった場合は最も古いペアリング情報に、新しし、ペアリング情 
報が上書きされます。 

<接続切り替えちま> 

1, 本製品の電源が ON になっていることを確認します。 

2, (前に接続していた Bluetooth 機器の Bluetooth 接続 ( Blue 扣 0th 機能)を OFF にする、 
または電源を OFF にします。 

3 , 接続したい Blue 扣 oth 機器(ペアリング-;きみ)の接続操作をします。 


な上で完了です。 

X 同時に接続できるのは1台のみです。 

※ペアリング情報を上書きされた Bluetooth 機器は再度ペアリングを行わなければ使巧で 
きません。 



堀お^^^ 區 堅111た.告.智班を';! 


マルチポイントとは2台同時に同じプロファイルで接続できる機能です。ただし、同時待受は 

可能ですが、通話は先に着信のあった機器を優先しますので、同時通話はできません。 

-各機器によって表示、操作方法は異なります。必ずご利巧されている各機器のマニュアル 
をご参照ください。 

- PIN コード(パスキー)の入力を要求されましたら、[0000]を入力してください。 

く 接続例として> 

1. 携帯電話とスマートフオンを使巧します(パソコンでも巧能です)。携帯電話とスマー 
トフオン共に Bluetooth 接続 ( Bluetooth 機紙が OFF になっていることを確認します。 

2. 本製品のファンクションボタンを約4秒間押してペアリングモードにしてくださし、。青 
色 LED ランプとホ色 LED ランプの交互点滅になり、 Bluetooth 接続待機が態になります。 

3. 携帯電話の Bluetooth 接続 ( Bluetooth 機能)を ON にしペアリングを行います。 

4. 本製品と携帯電話をペアリング後、 HFP および A 2 DP で接続します。 

5. 携帯電話との接続完了後に本製品のファンクションボタンを約2秒間押して電源を 
日ドドにしてください。その後、携帯電話の Bluetooth 接続 ( Bluetooth 機能)を OFF にし 
てください。 

6 . 再び、本製品のファンクションボタンを約4秒間押してペアリングモードにしてくださ 
い。 

7. スマートフオンの目 luetooth 接続 （ Bluetooth 機能)を ON にしペアリングを行います。 

8 -本製品とスマートフオンのペアリング後、 HFP および A 2 DP で接続します。 

9. スマートフオンの接続完了後、携帯電話の Bluetooth 接続 ( Bluetooth 機能)を ON にし 
てください。 

10. 携帯電話と本製品が自動再接続によって、 HFP および A 2 DP で接続されていることを確 
認します。 

从上でマルチポイントの設定は完了です。 


この状態で携帯電話もしくはスマートフオンに着信があると、着信のあった機器と本製品 
が接続されます。 

携帯電話、スマートフオン、/た/コン等、機器の組み合わせによってマ;レチポイント機能が 
使用できない場合があります。 



へッドセットの巧電時間はどの程度必要ですか。 

与電池の状態によりますが、約 1.5 〜2時間で充電完了となります。 

Bluetooth Classl の機器と接続することができますか。 

今 接続することができます。 Cla だ1機器と aass 2 機器の接続時の通信距離などは Clas 。 
のものになります。 

異なるバージョンの Bluetooth 機器と接続できますか。 

=>接続することができます。 Bluetooth は上位互換となりますので 、 Bluetooth Ve 口.1機 
器と接続したときの接続手順は Bluetooth Ve 口.0の接続手順となります。 

使用時にノイズが発生する。 

与 HFP 、 HSP での接続は双ち向通信のため、 A 2 DP での接続と比べると音質のレベルが 
下がっております。また、無線ですので電波の障害となる遮へい物が間に入るとノイ 
ズの原因となります。 

マイクより音声が入力されなし、、イヤフォンより音声が出力されなし、。 

与 Windows コントロールパネルより、才ーデイオとサウンドデバイスの設定にて 
Bluetooth 才ーディオデバイスがミュート、または音量が下がっていないことを確認く 
ださい。 

また、本製品のボリュームボタン （+) を押して音量を上げてください。 

携帯電話で通話の音声が聞こえない。 

今一部の携帯電話では通話中に約20秒 L 乂上の無音状態が続いた場合、自動的に省電 
カモードになり、音声入出力が OFF になります。そのため、通話中でも音声が間こえ 
なくなることがあります。このような場合、本製品のファンクションボタンを押して携帯 
電話の省電カモードを解除してくださし、。 

携帯電話の着信時にファンクションボタンを押しても通話できない。 

=>一部の携帯電話では着信時に本製品のファンクションボタンを数回押さないと通話 
を開始できない場合があります。ファンクションボタンを1回だけ押しても通話できな 
し、ときは数回押してください。 

通話相手に自分の声が聞こえない。 

今一部の携帯電話では本製品のマイク入力が有効になるように、手動で設定するぶ、要 
のある機種があります。マイク入力が無効になっていると、本製品のマイクからの音 
声が通話相手に聞こえません。 


才ーデイオファイルの音声が聞こえない。 

与ファイルやサイトによっては Bluetooth での才ーディオ再生をサポートしていない場 
合があります。オーディオファイルをダウンロードしたサイトにお問い合わせくださし、。 

Bluetooth 搭載機器とペアリングできない、毎回ペアリングが必要になった。 

与*接続機器側の Bluetooth 機能が使用可能なが態であることを確認してくださし、。ま 
た、本製品のペアリングモードが時間切れのため、終了した場合は再度接続設定 
するお要があります。 

-ご使用の機器が本製品のプロファイルに対応しているかを確認してください。 

-携帯電話によってはペアリング済みでも、他の携帯電話で利巧後は再度ペアリン 
グからやり直さなければならない場合があります。 

発信時にへッドセットが使えない。 

与携帯電話本体から発信した場合、携帯電話本体から本製品へスピーカー/マイクの切 
り替え操作が必要な場合があります。操作方法は携帯電話のマニュアルをご参照く 
ださい。 


ミ主意事項 

•へ、ソ ドセットの充電はパソコン本体など 300 mAL 乂上供給可能な US 目ポートを持った製品か 
ら行ってください。 

• 音声に関連するアプリケーション (Windows Messenger、Windows Media Player 等)は本 
製品を接続、または切断する前に終了してくださし、。該当するアプリケーションが動作して 
し、ると、才ーデイオ入出力が正しく切り替わらない場合があります。また、スタンバイ、ハイ 
バネーション、シャットダウン、 Bluetooth 機器の電源 OFF 等の操作を行う前に、音声に関連 
するアプリケーションを終了してから本製品を切断してくださし、。 

• Windows Live Messenger で'チャットをしている隙、ノ\ウリングが発生することがあります。 
その場合、チャットウインドウのマイクの感度を下げるか、才ーデイオの設定を変更してくだ 
さい。 


安全にお使いいただくためにがずおずリく 
ださい 


お客様や他の人々への危害や損害を未然に防ぎ、本製品をを全にお使いいただくため 
にずっていただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、ぶ、ずお読みになり内容をよく理觸された上で、お使いください。 
なお、本書には鱗社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般 
に関する注意事項も記載されています。 

パソコンの故障/トラブルや、いかなるデータの消失•破損または、取り扱いを誤ったため 
に生じた本製品の故障/トラブルは、興社の保証対象には含まれません。あらかじめご了 
承ください。 

使用している表示と絵記号の意巧 


警告表示の意は 


A を巧 

絶対に巧ってはいけないことを記載しています。この表示の注意き項をずらないと、 
使巧者が死 t または、重症を負う危険が差し迫って生じる可能性が想定される内 
容を示しています。 

A 警告 

絶谢〔巧ってはいけないことを記載しています。この表示の指示をずらないと、使 
巧者が死 t または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A ミ主意 

この表示のミ主意き項をずらないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が想 
定される内容を示しています。 


給記号の意巧 


A 

A 肤警告•注意を促す記号です。 A の近くに具体的な警告内容(例：瓜感電注意)が描 
かれています。 

0 

〇に斜線は、してはいけないき項(禁止事項)をちす記号です。 

〇の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれています。（例： ® 分解禁止） 

• 

•は、しなければならない行為をおす記号です。 

•の近くに、具体的な指示内容(例:®プラグをコンセントから抜く）が描かれています。 




無線インターフェース 

Bluetooth Ver 3.0 +EDR に la だ2準拠） 

周波数ホッピング方式スペクトラム拡散 ( FHSS ) 方式 

送信周波数轟囲 

2.4 GHz 〜2.4835 GHz 

基本的に携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等とは混信 
しませんが、これらの機器が 2.4 GH Z 帯の無線を使用する場合 
は混信が発生する可能性があります。 

通信出力 

最大 2.5 mW ( Class 2) 

通信距離 

約1 0 m (使巧環境によって異なります） 

対応プロファイル 

A 2 DP けーデ'ィオ)、 HSP (へッドセット）、 HFP レ\ンズフリー） 

対応機器 

Bluetooth 対応の機器 (/ ぐノコン、携帯電話、スマートフォン） 
PlayStation ®3 (/ \'—ジョン 3.15 J •乂陶等 
(各プロファイル巧応のこと） 

SCMS-T 

対応 

マルチポイント 

耳ス大2-口 

マルチペアリング 

最大8台 

連続待受時間 

最大約160時間 

連続通話時間 

最大約6時間 

音楽再生時間 

最大約 5.5 時間 

本体寸法 

約 W 32.9 X D 15.3 X H 31.5 mm (イヤピース含む） 

本体重量 

約 7 g (イヤフックさむ） 

動作環境 

温度5て〜40で、温度20%〜80% (結露なきこと） 

製品構成 

本体、イヤフック、イヤピース ( S 、 M 、 し各1個)、 

USB ケーブル(充電用)、取扱説明書(本書） 


A 危巧 


本製品を火の中、電子レンジ、オープンや高圧容器に入れないでくださし、。また、本裝品を加熱 
vjy したりしないでくださし、。 

破幫、発火や火傷の原因となります。 


本製品から漏れ出た液体が目に入ったときは、きれいな水で洗い流し、すぐに医師の 
治療を受けて下さい。 

目に障害を与える恐れがあります。 


本誤品の巧電には、おず本製品付属の接続ケーブルを使用してください。 

(〇 プラグ、ジャックの端子を シヨー トさせないでくださし、。 

発熱、破装、発火や火傷の原因となります。特にコインやネックレス、ヘアピンなどの金属製品といっしょに携 
帯•保管しないでください。 

Q 

直射日光の当たる場所、炎天下の車中、暖房器具の近くでの使用またはが置をしないでくださ 
い。 

破醫、発火や火傷の原因となります。 

禁止 

分招禁止 

本製品の分解•改造•變を自分で'しなし、でくださし、。 

発熱、破裂、発火、火傷や感電の原因となります。また、本製品のシールやカバーを取りかした場合、修理をお 
断りすることがあります。 


A 警告 


A 本製品を取り付け、使用する隙は、おずパソコンメーカーおよび周迈機器メーカーが提示する 
警告•ま意指示にがってくださし、。 


が 液体や異物などが内部に入ったら、パソコンおよび周辺機器の電源スイッチを OFF にし、コン 
^セントから電源プラグを抜いてくださし、。 

ミグをそのまま使用を続けると、シヨ—卜して火災になったり、感電する恐れがあります。薛社サポ—トセンタ—また 
はお買いホめ販売店にご相談くださし、。 


煙が出たり異臭、異音がしたら、ノ《ソコン及び周辺機器のスイッチ OFF にしコンセントから電源プラ 
もク、を抜し、てくださし、。 

S 3* ミ!がそのまま使用を続けると、シヨ-卜して火災になったり、感電する恐れがあります。薛社サポ-トセンタ-また 
は、お買い求め販売店にご相談くださし、。 


4R 本裝品を落としたり、強い衝撃をちえたりしないでくださし、。ちえてしまった場创ま、すぐに電 
W 源スイッチを OFF にしてください。 

そのまま使用を続けると、シヨ-卜してか災になったり、感電する恐れがちります。脾社サポ-トセンタ-また 
は、お買い求め販売店にご相談くださし、。 


〇 

強制 

接続ケーブルは、必ず付属品（または指を品）をご使用ください。 

付属品（または指定品）な外をご使用になると、電圧や端子の極性が異なることがあります。この場 
合、発煙や発火の恐れがあります。本聲品の故障の原因ともなります。 

d ) 

水場での 
巧用禁止 

風呂場など、水分や湿気の多い場所では、本製品を使巧しないでくださし、。 

火災になったり、感電する恐れがあります。 

S ) 

禁止 

濡れた手で本製品に触れないでくださし、。 

パソコンおよび周辺機器の電源プラグがコンセントに接続されているときは、感電の原因となります。また、コ 
ンセントに接続されていなくても故障の原因となります。 

〇 

弓を制 

小さなお子様が電気製品を使用する場合には、本製品の取り扱い方法を理陋した大人の監 
視、指導のもとで行うようにしてください。 

〇 

弓を制 

プラグ、ジャックの周辺にほこりが付着している場合は、乾いた布でふき取ってくださし、。 
そのまま使用すると乂災、感電の原因となります。 


A ミち意 


〇 

強制 


〇 

強制 


パソコンおよび周辺機器の取が及いは、各マニュアルをよく読んで、各メーカーが定める手順に 
従ってください。 


静電気 I なる碱員を防ぐため、本製品に組れる前に身近な金属(ドアノブやアルミサッシなど)に手を触 
れて身体の静電気を取り除くようにしてください。 

人体からの静電気は、 本 製品を破損、またはデータを消失•破損させる恐れがあります。 


動作環境内 （5 て〜40で)でお使いください。 

低温時には、本製品價撇の性能が低下することがあります。 


〇 本製品の取り付け/取り外しや、ソフトウェアをインストールするときなど、お使いの/くソコン環境を 
少しでも変更するときは、変更前にが TV 《ソ〕ン内(ハードディスク等)のデータをすべて M0 ディス 
なおIク、フロッピ_デ< スク等に/ くックアップしてくださし、。 

誤った使いちをしたり、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バックアップがあれば被害 
を最小限に抑えることができます。バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、脾 
社はその責任を負いかねますのであらかじめご了をください。 



次の場前こは設置しないでくださし、。感電、火災の原因となったり、製品やパソコンに悪影響を 
及ぼすことがあります。 

•強い磁界が発生するところ 
•静電気ガ^お^ホスと产ス 

•温度、湿度がバソコンのマニユ乃レがをめた使用環境を超える、または結露するところ 
^故障の原因となります。 

•振動が発生するところ 
一けが、故障、破損の原因となります。 

•平らでないところ 

一転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。 

•直射日光が当たるところ 
•火気の周辺、または熱気のこもるところ 
^故障や変形の原因となります。 

•漏電または漏水の危険があるところ 
^故障や感電の原因となります。 


S シンナーやベンジン等の有機溶剤で本製品をなかないでくださし、。 

本磬品のよごれは、乾いたきれいな巧で巧いてくださし、。巧れがひどい場合は、きれいな布に中性洗剤を含ま 
« ^ せ、かたくしぼつてからなきとつてくださし、。 


の充電が終わったら、ケースレを巧し、てくださし、。 

桂制 


〇 本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地方自治体にお問い合わせくだ古い。 

本製品には、リチウムポリマー電池 ( Li - Po ) が使われています。 


A 本裝品は定期的に充電してください。 

^本製品に内蔵されてし、る電池の性能が劣化するのを防ぐことができます。 
強が I 


■電波に関する注意 

•本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の無巌設備として、技術基準適合証明 
を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局のを許は必要ありません。また、本製品は、日 
本国内でのみ使用できます。 

•本製品は、技術基準適合証明を受けていますので、が下の事項をおこなラと法律で罰せられることがあ 
ります。 

•本製品を分解/改造すること 
•本數品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 
•本製品は、次の場所で使用しないでくださし、。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.4GHz 付近の電波を使用しているものの 
近く願境により電波が届かない場合があります。） 

参本製品は、が下の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。 

•産業•科学•医療用磯器 

•工場の藝造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
①構内無線局(免許を要する無線局） 

@特定小電力無線局(免許を要しない無線局） 

•AirStation 數品、無線 LAN アダプター製品 
•無線磯能を搭載した Linl<Station、LinkTheater 

•本製品を使用する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあるため、が下のま項にま意してくだ 
さい。 

1本製品を使用する前に近く巧多動体謡 S 拥の構内無線局及び特定か電力無線局が運巧されていないこ 

レを石をミ忍 ‘I 了<ださい 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉のき例が発生した場合は、速やか 
に本製品の使巧場所を変えるか、または電波の発がを停止して電波干渉を避けてくださし、。 

3その化本製品から移動体拥の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など何 
かお困りのことが起をたときは、瞥社サポートセンターへお問し、合わせくださし、。 


使用周波数帯域 

2.4GHz 

蜜調方式 

FHSS ち式 

想定干渉距離 

1 0m が下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特 
定/」\電力無線局」帯域を回避不可 


f 設定がラまくいかない J 、 f 故 I 寒かな？ J とをったら 
サポートセンターのごま巧 


段品に関するお問合せはサポートセンターで受けがけていまず。 

お巧合せのおは、まず、当社サポートぺージをご巧認ください。 

お客なからお寄せいただいたお巧合せを元にした、ビックアップ Q & A やよくある質巧をこ経介しております。沒挂や症が別に参おずることも 
巧能です。ぜひご！！ ください。 

A 日-ルロ 7日- I '…—パッバロ-- 

S 86886.jp ( http :" www 不致 186886化 |,検索 


86886.jp ( http://WWW 不要） 

♦インターネット （ E イ ー JiO ※お問合せフォームからこま巧いただけます。 

r 牺人のぉ客が1 酉 86886.jp/mail/ ( http://www 不要） 

「法人のぉ 客な] g 86 扫 86-jp/hojin/ ( http://www 不要） 

♦ ■奇：お問合せの原には、あらかじめ下記の頂目をご巧誌ください。よりスムースに回答することが巧能です。1,ご使用の当な製品名 
2,バソコンの型ま3, 0S のバージヨン4,トラブルの巧容をお巧らせください。 

受付時巧や S 話番号などは、ま至されることがちります。詳抽は当社ホームベージ （86886. jp ) をご!!ください。 


I 旧人の お 客巧を口] 050—3163—1825 9：30~ i 9： oo 【曰喔曰、 至 おか限、年末年抬、まをなお曰を除く） 


i を人のお客巧を口 i 050—31 63— 2000 9：30~ i 2 ：oo i 3： oo ~ i 7 ：oo (±曰巧曰、夏期休お、年末年を、ま定点お曰をお <) 


万が一、製品が故障した場合は、下記のサイトより「インターネット優巧予約システムで申込む」をご利用いただき、 
商品を当社修理センターまでご送がください。 ま 前にお理を予おいただくことで、修理巧巧の短席や修理がおの確認 
を行ラことが巧能です。 


国 


AD—K ツフ7 □— 


携帯電話で修理品のを巧ホを確認ずることができまず。 
86886.jp/shuri/ 化 ttp:"www 不要）をのバーコードを巧帯電話で読み取ってください。 



SiWe provide technical and customer support only to Japanese oS. 

We provide technical and customer support only in Japanese language 
We provide technical and customer support only for use in Japan 
当社へごち供の個人巧*はなの目的のみに店田し，13»宙の巧 S なく*=里への巧 


寬識韶輪皆豁視雜点甥'ゴを幣謂ミ巧論视搞雜絡 E 

S 品担ち/ was おの®度/居吊巧な/品ち向上のちのおををの動巧が巧な巧（•巧センター) 


イ呆証契約お款 

この巧款は、おぎ巧が廣乂された巧な製品について、を理に関するイ果証のをか等を規定するものです。お客巧が、この約款に規定された 
条項に同意頂けない場合は巧証契おを巧り消すことができますが、その場合は、ご唐入の裝品を巧巧することな〈販売店または巧社にご 
返却下さい。なお、この約款により、おぎ样のまを上の傕利が制限されるものではありません。 

第1をほ養） 

1このお款において、「保証書 J とは、保証巧間に製品が巧度した場合に巧なが修理を行うことを約した重要な証明害をいいまず。 

2このお款において、「巧降 J とは、おぎ巧が正しい使用ちまに基づいて製品を作動させた場合であっても、装品が正常におおしない巧起 
をいいます。 

3この約款において、「無墳修理 J とは、裝品が故障した場合、巧なが無憤で行う当該巧降個所の修理をいいます。 

4このお款において、「無墳巧証 J とは、この約款に規定されたを件じより、おながおぎ待に巧し無憤を理をお約ますることをいいます。 

5この約款において、「有墳修理 J とは、裝品がな障した場合であって、無培保証が適用されないとき、お客巧から貴用を巧巧して巧なが 
行う当該巧坦個所の修理をいいます。 

6この約款において、「製品 J とは、巧ながお売におして植包されたもののうち、本巧巧能を示す部分をいい、付属品[マニュアル、パッ 
ケージなど）および消巧品などは含まれません。 

第2を（お慎な証） 

1製品が巧度した場合、おぎ様は、保証害に記載されたイ呆証巧間巧に巧社に対しを理を巧賴することじより、無墳保証の適巧を受けるこ 
とができます。担し、巧の香号に掲げる場合は、巧証期間巧であっても無憤巧証の適巧を受けることができません。 

2修理をごめ頼される瞭(こ、巧証書をご提示了頁けない場を。 

3ご提示頂いたイ果証まが、製品名および製品シリアル No. 等の重要事項がホ記入または修正されていること等により、楠造された疑いの 
ある場合、または製品にき示されるシリアル No. 等の重要事項が消去、削除、もしくは改ざんされている場を。 

4販売店巧が巧証害じご廣入日の証明をされていない場を、またはお客巧のご廣入日を巧認できる書類（レシートなど）がホイ寸されてい 
ない場合。 

5お客巧が聲品をお買い上げ巧いた後、おぎなじよる違をまたは移動に際し、を下または衝單等に起因してな降または破損した場合。 

6お客なにおける使用上の誤り、不当な改造もし < はを理、または、巧なが指をするもの Jil かの巧おとのを続により巧度または巧撞した 
場合。 

7义巧、地宙、落雷、風水書、その他天を地を、または、異ま電圧などの外部的要因により、巧障または破損した場合。 

8消巧が品が自が摩巧または自お劣化し、消耗部品を巧り換える場を。 

9前を号に靖げる場合のほか、巧话の原因が、おぎなの使用方まにあると認められる場合。 

第3を（修理） 

この巧款の規定による修理は、次のを号に規定するを件の下で実化します。 

1を巧のご依頼時には製品を巧れ修理センターじごを付ください。修理センターについてはを與品ホ付のマニュアル（電子マニュアルを 
含みます）またはパッケージ、ならびに舆な WEB サイトをごな認ください。齿、をがはさ付元負担とさせていただきます。また、ごま 
付時には宅配巧など送付疫えが残る方法でごを付<ださい。郵送は固<おがり致します。 

2を埋は、製品の分解または部品の交おもし<は補修により巧います。坦し、巧一、樓理が困難な場合またはを埋費用が製品価巧を上回 
る場合には、イ果証巧をの製品と同等またはそれ上の性能をちする化の製品とを換する事Iこより対応させて巧〈事があります。 

3 ドディスク等のデータ記憶装置またはメディアのを理Iこ原しましては、修理の巧をじより、ディスクもし〈は裝品を交換する場合 

またはディスクもし< はメディアをフォーマットする場合などがございますが、を理の席、弊社は記憶されたデータじついてバックアッ 
プを作成いたしません。また、お社は当該データの®損、消ホなどにつき、一切の黃巧を負いません。 

4無墳修理により、交換された旧部品または旧裝品等は、巧社じて適宜廃棄化分させてほきます。 

5有ち修理じより、交換された旧が品または旧製品等についても、择なにて適宜を棄化分させて巧きますが、を理をごお賴された瞭にお 
ぎ様からおそ口らせ了頁ければ、旧部品等を返品いたします。坦し、部品の性貫上ご意向に添えない場合もございます。 

第4を（免责事項） 

1お客ながご廣乂された製品について、择なには意または重大な過失があった場をを除き、语務不履行またはすま行為に基づ<損害括憤 
黃巧は、当該與品の睹入け金を限度と致します。 

2お客ながご廣乂された製品について、隠れたお疵があった場合は、この約款の規定にかかわらず、お憤(こて当該お疵を按巧しまたは蹈 
化のない製品または同等品にを換致しますが、当該お化に基づ<慢書おちの黃になじません。 

3巧社Iこおけるイ果証は、おぎ棟がご睹乂された製品の樓能に関するものであり、ハードディスク等のデータ記憶装置じついて、記情され 
たデータの消失またはな損について保証するものではありません。 


第5を（ち効範团） 

この約款は、日本国内Iこおいてのみち効です。また巧か、産業用途、細込、ならびに巧定窗巧 W かでのごな巧につきましては、巧せはい 
かなる巧証もいたしません。 


参イ呆証書とともに購入日が記明できるものを保管して下さし、巧1正（修理）の際に必要となります。 
• 掲載されている各製品名は一般に各社の商標または登録商標です。 

参デザイン、仕様等は改良のため予告なしにを更する場合があります。 

• BUFFALO … JBUFFAL 0 …は、株ま会なメルコホールデイングスの商標です。 

株式舍巧 /V ツフア□— 


ホームページ URL 

buffalo.jp 、 

i BUFFALO 製品 URL 

buffalo.jp/supply/ 


第4版発行 

2012/2/2 

KM00-0266-04 


BSHSBE18 シリーズ取お説明書 






















































































































































































































































































































